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e-ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム

第一回運営委員会
～ e-ケアタウンプロジェクトの推進に向けて ～
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第1回運営委員会 議事次第
１．開会とご挨拶

２．運営委員あいさつ

３．運営委員会審議事項の説明
第1号議案 「ｅ－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム規約」について
第2号議案 役員の選出（委員長、副委員長）について
第3号議案 プロジェクト計画概要について

４．その他

５．閉会

資料：
第1号議案 ｅ－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム規約（案）

参考資料 覚書(案）
第2号議案 ｅ－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム

構成メンバーおよび運営委員役員（案）
第3号議案 プロジェクト計画概要

e－ケアタウンプロジェクト モニター同意書（案）
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第１号議案 

 

ｅ－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本コンソーシアムは、「ｅ－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム」と称す

る。 

 

（目的） 

第２条 本コンソーシアムは、総務省の「インターネット基盤技術の高度化（ｅ！プ

ロジェクトの推進）事業」を基に、介護・福祉等分野におけるＩＴの高度利用の実践

による「ｅ－ケアタウンプロジェクト」（以下、「本プロジェクト」という。）を実施し、

看護と介護がゆきわたり、安心して暮らせるまちづくりの進展に寄与することを目的

とする。 

 

（業務） 

第３条 本コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

（１）調査・研究及び実証実験業務 

（２）国等関係機関との連絡調整業務 

（３）その他目的達成のために、必要と認められる業務 

 

（会員） 

第４条 本コンソーシアムの会員は、第２条の目的に賛同する地方公共団体、公益法

人、大学等研究機関及び企業等とする。また、必要に応じて協力会員をおくことがで

きる。 

なお、会員及び協力会員としての本コンソーシアムへの入会は、運営委員会で決定す

るものとする。 

 

（運営委員会） 

第５条 本コンソーシアムの組織運営に必要な事項の意志決定機関として運営委員会

を設置する。また、業務実施のため運営委員会の基に実行委員会及び各種分科会等を

設置することができる。 

２ 運営委員会は、会員の代表者等の運営委員で組織する。 

３ 運営委員会は、第３条に掲げる事項を審議する。 
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（役員） 

第６条 運営委員会には次の役員をおく。 

    ・運営委員長   １名 

    ・副運営委員長  ３名 

２ 役員は、運営委員の互選とする。 

３ 役員の任期は本コンソーシアム設立の日から本プロジェクト終了の日までとする。 

４ 役員は、辞任の場合においても、後任者が就任するまで、その任にあたるものと

する。 

 

（役員の職務） 

第７条 運営委員長は、本コンソーシアムを代表し、その業務を統轄する。 

２ 副運営委員長は、運営委員長を補佐し、運営委員長に事故あるときは、その職務

を代行する。 

 

（事務局） 

第８条 本コンソーシアムの業務を遂行するため、事務局を設置する。 

 

（補足） 

第９条 その他本コンソーシアムの業務を処理するため必要な事項は、運営委員長が

別に定める。 

 

（附則） 

 この規約は、本コンソーシアムが設立された日（平成１４年１０月９日）から施行

する。 
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ｅ-ケアタウンふじさわ 実証コンソーシアム

藤沢市、（財）藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学、東日本電信電話株式会社

ｅｅ--ケアタウンふじさわケアタウンふじさわ 実証コンソーシアム実証コンソーシアム

藤沢市、（財）藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学、東日本電信電話株式会社藤沢市、（財）藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学、東日本電信電話株式会社

運営委員会運営委員会運営委員会

アドバイザリ
コミッティ

アドバイザリ
コミッティ

実行委員会実行委員会
事務局事務局

①ｅ－ヘルスアッププログラム①①ｅｅ－ヘルスアッププログラム－ヘルスアッププログラム

実証実験グループ（各プログラム／共通基盤／ＩTチーム／ネットワーク）実証実験グループ（各プログラム／共通基盤／ＩTチーム／ネットワーク）

ｅ-ケアタウンふじさわ
ＩＴを生かし、看護と介護の充実を目指す藤沢市の試み

ｅｅ--ケアタウンふじさわケアタウンふじさわ
ＩＴを生かし、看護と介護の充実を目指す藤沢市の試みＩＴを生かし、看護と介護の充実を目指す藤沢市の試み

②ｅ－ファミリーケアプログラム②②ｅｅ－ファミリーケアプログラム－ファミリーケアプログラム

③ｅ－介護プログラム③③ｅｅ－介護プログラム－介護プログラム

④ｅ－専門家スキルアップ講座プログラム④④ｅｅ－専門家スキルアップ講座プログラム－専門家スキルアップ講座プログラム

⑤ｅ－市民健康講座プログラム⑤⑤ｅｅ－市民健康講座プログラム－市民健康講座プログラム

⑥ｅ－ケア情報セキュリティプログラム⑥⑥ｅｅ－ケア情報セキュリティプログラム－ケア情報セキュリティプログラム

実証実験フィールド実証実験フィールド

藤藤 沢沢 市市

ｅ！プロジェクト
＜総務省＞

ｅｅ！プロジェクト！プロジェクト
＜総務省＞＜総務省＞

⑦ Qos検証⑦⑦ QosQos検証検証

ｅｅ--ケアタウンプロジェクトケアタウンプロジェクト
～～ 看護と介護がゆきわたり、安心して暮らせるまちづくりのために看護と介護がゆきわたり、安心して暮らせるまちづくりのために ～～

第２号議案資料

 

アドバイザリー・コミッティ
（運営委員会に対するアドバイス）

運営委員会 （最高意思決定機関）
運営委員長： 吉野（看護医療学部長）

副運営委員長： 窪島（藤沢市助役）

津田（NTT東日本 ｿﾘｭｰｼｮﾝ第一営業部ｼｽﾃﾑ総括部長）
村井（ＳＦＣ研究所長）

実行委員会 （実証実験決定機関）

（各グループリーダで構成）
実行委員長： 太田（看護医療学部学部長補佐）

各グループの役割
（方針決定）
（計画立案）
（計画執行）
（進捗報告）
（予算管理）
（報告書執筆）

事務局
（プロジェクト進捗支援）
（会議運営）（進捗管理）
（課題管理）（全体予算管理）
（情報管理） (PR)
事務局長： 辰巳(SFC事務長）

e -ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム組織(案）

市民健康講座

リーダー ：竹ノ上

（看護医療学部教
授）

専門家スキル
アップ講座

リーダー：金子

（看護医療学部教
授）

ヘルスアップ

リーダー：南

（環境情報学部
専任講師）

ファミリーケア

リーダー：原

（看護医療学部
教授）

介護

リーダー： 小林

（看護医療学部
助教授）

ケア情報セキュリ
ティ

リーダー：内山
（政策・ﾒﾃﾞｨｱ研究科
助手）

インフラ構築 リーダー： 萩本（NTT東 ｿﾘｭｰｼｮﾝ第一営業部 公共第三担当部長代理）

QoS検証 リーダー： 高橋（NTT東 ｿﾘｭｰｼｮﾝ第一営業部 第一ｼｽﾃﾑ担当）

共通基盤ネットワーク ネットワークデザイン リーダー ： 南（環境情報学部専任講師）
サービスデザイン リーダー ： 大川（政策メディア研究科助教授）
アプリケーションデザイン リーダー： 仰木（環境情報学部専任講師）
ITチーム リーダー ： 古川（NTT東 ｿﾘｭｰｼｮﾝ第一営業部第一ｼｽﾃﾑ担当主査）
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2003年度

H14年 H15年
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

作業スケジュール
実証実験計画立案
入札関係 ▲

9/3　開札（14：00）

モニター募集 ▲
モニター仮契約

実証実験 ▲ ▲
9/30　研究倫理 実証実験開始
委員会審査申請書提出

実行委員会

mtg. ▲
9/19　事務局定例会

▲
説明会 10/２　視察（葛尾村）

次年度提案検討
 9/4　来年実験内容mtg.

広報関係 ▲ ▲ ▲ ▲
10/25　市長会見  ORFにてプロジェクトの発表 実証実験開始のプレス発表 報告会
（プレス発表）  (実証実験概要の説明） ▲

内覧会
制作物案 ロゴ作成
（含　報告書作成） Web作成 　　Web必要に応じて随時更新

募集パンフレット作成
説明書作成 パネル作成
同意書作成 シール等必要であれば作成
四者覚書作成 報告書作成
コンソーシアム規約作成

定例報告会 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

運営委員会 10/9 第一回 第2回 第3回
 　（キックオフ） 内覧会 　報告会

（注）塾内行事 ▲
　　　 11/22,23 ＯＲＦ

▲---------------------------------------------------------------

第3号議案資料
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 第３号議案 

e－ケアタウンプロジェクト モニター同意書（案） 

e－ケアタウンふじさわ実証コンソーシアム 運営委員長 殿 

 
＊ モニターとして研究に参加することに同意される方は、以下の内容について
担当者より説明を受け、説明によって理解した項目の□内にチェック印をつ
けて下さい。 

 

ｅ－ケアタウンプロジェクトの e－介護 研究に関し、 

 

□  e－介護 研究の目的と意義について 

□  e－介護 研究の方法について 

□ 研究に参加することで起こりうる不利益について 

□  e－介護 研究で発生する情報（データ）の取り扱いについて 

□  e－介護 研究によって得られたデータの保護について 

□ 研究に参加する際に必要な工事や経費について 

□ 研究に参加するかどうかは、モニターとなる方ご本人の意思で自由に決定でき

ること。また同意しなくても、何の不利益も受けないこと 

□ 参加を辞退したいと思った時に、いつでも同意を撤回できること。途中で同意

を撤回しても何の不利益も受けないこと 

 

 以上の項目について、担当者から説明を受け、十分理解・納得しましたので、 

 e－介護  モニターとして実験に参加することに同意します。 

 

同意年月日      平成  年   月   日            
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ご本人氏名（自署）                           

                        （代筆の場合は記名および捺印） 

  代諾：（参加者氏名）            の研究参加について代諾します。 

 

代諾者氏名（自署）             （ご本人との続柄） 

 
＊ 代筆と代諾について： 

ご本人が研究参加の同意を判断する能力があるにも関わらず、身体的理由等の理由で署
名することが困難な場合には代理の方が「代筆」して署名することが可能です。その際に
は研究に参加される方の氏名の記入と捺印をお願いします。 

一方、ご本人が研究参加の同意を判断する能力がない場合に、ご本人に代わって同意を
与えることを「代諾」、代諾する人を「代諾者」といいます。e－ケアタウンプロジェクト
の場合、代筆・代諾は成人の兄弟姉妹、同居の親族の方などが適していると考えられます。 
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慶応義塾大学慶応義塾大学湘南藤沢湘南藤沢

①運用（デー
タ取得・解
析・評価）
②成果取りま
とめ・報告書
作成

NTTNTT東日本東日本 法人営業本部法人営業本部

藤沢市藤沢市
財団法人財団法人 藤沢市保健医療財団藤沢市保健医療財団

NTTNTT未来ねっと研究所未来ねっと研究所

①実証実験プラットフォーム（LAN構
築・光回線敷設）構築「
②総合調整・進捗管理、問題管理・定例
連絡会の開催
③総務省提出成果報告書の取りまとめ

①QOS検証（データ
取得・解析・評価）
②成果取りまとめ
・報告書作成

藤沢市内藤沢市内
モニター宅 無線拠点

実証実験協力 実証実験協力

①市民モニター募集（告知活動・説明）
②実証実験協力（運用支援）
③同（成果取りまとめ支援）
④同（無線拠点支援）

①運用（デー
タ取得・解
析・評価）
②成果取りま
とめ・報告書
作成

①運用（デー
タ取得・解
析・評価）
なる2成果取り
まとめ・報告
書作成

①運用（デー
タ取得・解
析・評価）
②成果取りま
とめ・報告書
作成

「インターネット基盤技術の高度化（ｅ！プロジェクトの推進）に関するシステムの
実証及び調査研究に係わる請負
－介護福祉分野におけるＩＴの高度利用の実践について－」 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ 【実証実験】

連携連携

定例報告会定例報告会

各プログラム実験

実証実験プログラム立案、機器開発・システム開発、
ビデオコンテンツ作成
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